












ることが明らかになりました。

　このようなことから、現在の生育状況、生育地

の保全、系統保存と再導入の可能性等の調査を実

施するとともに、ヒメコマツ保全協議会を設置し、

調査結果に基づいて回復計画を策定することとな

りました。これまでに、2 回の協議会を開催し、

平成 20 年度調査結果の概要報告などが行われま

した。平成 20 年度の調査によって、房総丘陵の

現存個体数は 82 個体であり、2001 年からの 8

年間に 15％の個体が枯死等によって消失したこ

とが判明しました。ヒメコマツの減少要因につい

ては、引き続き調査が必要ですが、一部はマツノ

ザイセンチュウによるものと考えられます。今後

引き続き調査を実施するとともに、協議会にて回

復計画を策定する予定です。

２　ミヤコタナゴ保護増殖事業

　ミヤコタナゴは、湧水を水源とする水のきれい

な細流やため池などに生息するコイ科タナゴ亜科

の淡水魚です。かつては関東地方に広く分布して

いましたが、都市化にともなう生息環境の悪化に

より、現在は千葉県と栃木県の一部にのみ分布し

ています。

　本種は、絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律 ( 種の保存法 ) により、国内希

少野生動植物種に指定されているほか、文化財保

護法の天然記念物に指定されています。

　生物多様性センターでは、本種の保護増殖を図

ることを目的に、生息状況の把握や生息水路等の

環境維持ならびに個体群の系統保存等を行ってい

ます。

○平成 20年度の取り組み

　環境省受託事業「希少野生動植物種保護増殖事

業（ミヤコタナゴ）」として、県内で生息地のあ

る茂原市、いすみ市、夷隅郡御宿町、勝浦市にお

いてミヤコタナゴや産卵母貝であるイシガイ科二

枚貝の生息状況調査を行いました。

　また、生息水路内の環境を維持するため、水路

の補強や不適な植物、外来種等の除去を行いまし

た。

　ミヤコタナゴの個体群維持については、人工下

での適切な飼育繁殖を行うことができる施設を持

つ、千葉県水産総合研究センター内水面水産研究

所、いすみ環境と文化の里ならびに（財）観音崎

自然博物館において、飼育下個体数の増加を図り、

生息地ごとの系統保存を行いました。

　これらの生息地毎の保護活動の状況について、

環境省が開催する野生生物保護対策検討会ミヤコ

タナゴ保護増殖分科会で報告しました。

表１　千葉県レッドリスト掲載種数

    *：EWは 2009 年に新設したため、動物編は現時点では未評価。

  **：最新版のレッドデータブック（植物・菌類編）では、維管束

植物以外については A、Ｂのランク分けを行っていない。

***：地衣類に 1種群と 1属指定を含む。

Ｘ EW Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

動物 74 － * 225 189 228 157

植物 78 5 271 206 ***

合計 152 5 499 363

404 ** 
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